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農業総合試験場 

農業総合試験場公開デーを開催しました 

～ 発見・体験！あいちの農を支える技術 ～ 
 

愛知県農業総合試験場では、研究成果などを県民の皆様に紹介し、農業についての理解

を深めていただくため、公開デー「発見・体験！あいちの農を支える技術」を平成 23 年

11 月３日（木・祝）に開催しました。公開デーは、平成16 年から毎年開催しており、今

回で８回目となりました。今年は、農業総合試験場で作った生産物の即売会を初めて実施

し、長い列ができるほどの人気でした。当日は、約６００名（一般県民、農業者など関係

者）が来場され、試験場の研究成果を広く知ってもらうことができました。 

  

１ 各種展示、フォーラム 

  新品種や新技術などの各研究部の研究成果につい

て、パネルや実物で研究員が直接説明しました。ま

た企画展示として、世界的な肥料原料鉱物の分布と

資源量、肥料三要素の欠如の影響、農業に使われる

水資源と輸出入を通じた「仮想水」の国際的な動き

を紹介しました。その他、名古屋大学大学院生命農

学研究科との連携協定５周年記念で、パネル展示と

記念フォーラムを行い、フォーラムでは「作物の根

の発育と機能」「昆虫の超能力を探り昆虫を退治す

る」「耐湿性小麦品種「きぬあかり（東海１０３号）」

の育成」等の講演を行いました。 

 

２ ワークショップ、食味試験 

ワークショップは①ブロッコリーからDNAを取り

だそう②土のふしぎ③果物の栄養素とおいしい果実

の選び方、の３講座を開催しました。定員を超える

１３０名の参加があり盛況でした。 

食味試験は、小麦新品種「きぬあかり」のうどん

試食を行い、用意した２００食は完食されました。 

 

３ 施設見学 

 作物研究部と園芸研究部（野菜）の施設見学では、名古屋大学留学生 20 名を含む計

39名が参加し、世代促進温室や大型作業機、トマトやイチゴの温室を見学しました。 

 

４ 農業・園芸相談 

  農業・園芸相談コーナーでは、44名の方から病害虫や栽培方法について相談を受けま

した。 

 

５ 脱穀・縄ない体験と昔の農具の展示 

千歯及び回転式脱穀機による脱穀や縄ない機による縄ないの体験を行いました。 

ワークショップ 

研究成果の展示 

記念フォーラム 

情報サロン 



新城設楽農林水産事務所 

とよねブランド推進協議会について 

 
 近年、茶臼山高原の芝桜をはじめとして、多くの観光客の方々が豊根村を訪れています。 
そこで、豊根村の食べ物や特産品のブランド化を通じて、もっと多くの方々に豊根村の魅

力を知っていただくため、とよねのブランドの推進及び認定を行う「とよねブランド推進

協議会」が平成２２年３月２日に発足しました。現在、とよねブランド推進協議会は、豊

根村内の２４の企業と団体から組織されています。 
 
○ 豊根村純産品及び特撰品の認定（特産品のブランド化事業） 

とよねブランド推進協議会では、特産品を豊根村

のものを使って豊根村で製造された豊根村純産品

と、豊根村で製造（あるいは豊根村のものが使用）

された豊根村特撰品の２種類に分けて、とよねブラ

ンドとして認定しています。現在、純産品は５８品

目、特撰品は１０品目が認定されており、販売時に

はそれぞれの認定シールが貼られています。 
  
○ とよねブランド売り場 

 とよねブランド商品は、下記４店舗の

特産品売り場にて販売されています。皆

さまも豊根村に足をお運びいただき、ぜ

ひともとよねブランド商品をお買い求め

ください。 
 
・茶臼山高原やはず売店（北設楽郡豊根

村坂宇場字御所平 70-185） 
・湯～らんどパルとよね売店（北設楽郡

豊根村上黒川字長野田 20） 
・グリーンポート宮嶋売店（北設楽郡豊根村坂

宇場字宮ノ嶋 29-3） 
・来富館売店（北設楽郡豊根村富山字湯野島２

５－４） 
 

○ お問い合わせ先 

とよねブランド推進協議会事務局 豊根村観光協会 
電 話 ０５３６－８７－２５２５ 
ＵＲＬ http://www.toyonemura-kanko.jp/main/ 

とよねブランドの証のロゴ 

グリーンポート宮嶋売店の特産品売り場

豊根村純産品のブルーベリージャムとゆ
ずジャム（両端）及び特撰品の桑の実デ
ザートソース（中央） 

地域トピックス 
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東京事務所

農林水産祭「実りのフェスティバル」が開催される

東京ビックサイトで、11 月４日（金）～５日（土）、農林水産祭「実りのフ

ェスティバル」が開催されました。

本行事は農林水産部門で優れた業績を挙

げた団体・個人を顕彰する三賞（天皇杯、

内閣総理大臣賞及び日本農林漁業振興会会

長賞）の選考、受賞式典にあわせて行われ

る啓発行事で、昭和 36 年に始まり、今年

で 50 回目の開催となりました。

「実りのフェスティバル」は、広く国民

に農業を理解してもらうため、これら三賞受 多くの人で賑わう各県ブース

賞者の展示コーナー、政府特別展示コーナー、都道府県技術・経営普及展コー

ナーが設けられています。今回は新たに

東日本大震災の被災地支援コーナーも設

けられました。ちなみに本県関係では、

園芸部門で天皇杯に松浦園芸（豊橋市、

洋ラン）、内閣総理大臣賞に JA 愛知みな

み常春部会（田原市、キャベツ）が選ば

れ、天皇杯展示コーナーで業績が紹介さ

れました。

野菜の販売

１１月４日（金）の午前中は、秋篠宮ご

夫妻によるご観覧の後、一般観覧となり、

参加した 41 都道府県の販売ブースは多く

の来客で賑わいました。

各県ごとにお国自慢の野菜、果実、漬け

物やジャム等の加工食品、銘柄酒、水産及

び畜産加工品が展示即売され、県によって

はマスコットキャラクター（ゆるキャラ）

やキャンペーンレディが華を添えていました。 天皇杯受賞者の展示

東日本情報 
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本県ブースでは、キャベツ、おおば、トマト、中玉トマト、ミニトマト、ブ

ロッコリー、ふき、次郎柿、ぎんなんなどの青果、ピンポンマム、シクラメン

などの花きに加えて、名古屋コーチン協会の協力でコ

ーチン製品（卵、ハム、ソーセージ、カステラ、卵ス

ープ）を販売しました。また、同時にふき煮物、おお

ばジュース、ミニトマト、カステラ、ハムの試食宣伝

を行いましたが、試食の効果は高く、ふきやミニトマ

トの売り上げは好調でした。また、ブランド鶏である

名古屋コーチンの製品は全般に高めの価格のものもあ

りましたが、関心のある客も多く、足を止めて試食し

たり、購入していく姿がみられました。

１１月５日（土）は休日ということもあり、家族連れ 青果の試食

の来客が多くみられ、午後には多くの商品が完売となりました。

試食宣伝の際に料理レシピを手渡しなが

らＰＲを行いましたが、本県がキャベツ、

おおば、ふき、ぎんなんなどの産地である

ことを知らない客が意外に多く、首都圏に

おける本県産青果物の知名度アップの必要

性を感じました。

名古屋コーチン製品の販売

出展した数県の関係者にブースでの販売状況を聞

いてみたところ、昨年と比べて売れ行きはやや低調

ということでした。景気低迷のためか、客の財布の

ひもは想像以上にかたいようです。

現在、日本の農産物は、景気低迷に加えて、放射

性物質による汚染問題もあり、厳しい状況ではあり

ますが、こうしたイベントを経済的に行うことが、

国産青果物の販売促進につながっていくものと考え 花の販売

ます。



園芸農産課 
 

米粉・Rice Powderフェア２０１１を開催しました 
 
小麦粉並みに細かく製粉できるようになった米粉は、パンや麺、洋菓子などに用途が広

がっています。米粉食品は、もっちりとした食感や、揚げ物に使うと油を吸収しにくいヘ

ルシーさなどが注目されています。また、小麦アレルギーの人からも新食品の登場に対し

て大きな期待が寄せられています。 

さらに、国内で自給できる米を使うことは食料自給率の向上にもつながります。 

そこで、愛知県産米粉を使った食品を一堂に集め、紹介・製造実演・販売等を行う「米

粉・Rice Powder フェア２０１１」を１０月６日（木）から１１日（火）まで名古屋市栄

の(株)丸栄で開催したところ、約２万人の方が来場され、好評のうちに終了しました。 

 

【 内 容 】 

１ 販売コーナー 

１９の企業・団体が出展し、パン、麺、クッキ

ー、ケーキなど地産地消の商品を含めて８０品目

以上が販売されました。中には、米粉カレールウ

やフェア限定のどら焼きも販売されました。 

 

２ 情報コーナー  

－食物アレルギー食事相談－ 

愛知文教女子短期大学の安藤京子教授（管理栄

養士）を講師に迎え、小麦アレルギーを持つ人のた

めの食事相談コーナーを設置したところ、３７ 

件の相談がありました。このような相談ができる

機会は少ないようで、どの方も真剣にアドバイス

に耳を傾けていました。 

 
－家庭で作れる米粉を使った手軽な料理の紹介－ 

椙山女学園大学生活科学部管理栄養学科と愛

知文教女子短期大学生活文化学科の協力により、

米粉の特徴を生かした家庭でできる手軽な料理

をデモンストレーションをしながら紹介しまし

た。参加者からは米粉の使い道の多様さを知るこ

とができたとの声が多数寄せられました。 
 

－米粉に関する情報提供－ 

米粉料理のレシピ紹介や米粉パンが焼けるホームベーカリーをメーカー（パナソニッ

ク(株)、三洋電機(株)、象印マホービン(株)）の協力を得て展示しました。パンが焼き上
がるたびにベーカリーに人が集まり、熱心に質問をしていました。 

 
３ 米粉カレーのイートインコーナーの設置 

本県産米粉を使用したカレールウと米（ＪＡあいち経済連提供）で作ったカレーに名

古屋コーチン（愛知のにわとり・タマゴ消費拡大実行委員会、一般社団法人名古屋コー

チン協会提供）をトッピングして１日６０食限定（１０月９日（日）から１１日（火）

３日間限り）で販売したところ、好評のうちに完売となりました。 
 
本フェアは今回で３回目となり、米粉に対する消費者の認知度は年々向上していますが、

米粉には身近で安価に買えることや調理方法のバリエーションが求められています。米粉

用米は、新規需要米として生産拡大が見込まれることから、新たな「ライス・スタイル」

を定着させ、需要を拡大していくには、さらなる普及啓発活動が必要です。 

会場内の様子 

料理紹介(クリームコロッケ)の様子

西日本情報 



㈱千政 代表取締役 大根秀夫 

 

花き業界の現状と今後の可能性 

 

３月１１日の東日本大震災は多くの犠牲者と人の心に大きな傷を負ってしまいました。 

経済活動や市場の大きなうねりの中で厳しい舵取りを迫られている日本経済で、花き業界も

ＴＰＰや金融制度改革など暗中模索と言って過言ではないように思います。 

 しかし現状、我々の日々の生活に花き類はなくてはならない存在であり、生活の糧、生命

にも関わっております。 

 花を通じ、各地域や多くの団体・個人、生産者・市場・仲卸・花屋は被災地への支援を垣

根をなくし、惜しまなく支援活動をしております。私が関わっているだけでも３団体あり、

一つは被災地へバスで出向き、土を耕し花苗を地元の方々と共に植栽して翌日？翌々日は筋

肉痛になりながら交流を深め、一つは被災地へ切花を無料配布し安らぎを提案し、また、日々

お花の写真をメールで送り続け、ひと月に一回はフォトカードにメ

ッセージを載せ元気づけるなどの活動はさまざまです。お花に関わ

りながら出来ることを多くの方々が花の持つ力を信じており、現地

の声は“忘れていた安らぎ”“明日への励み”“命の大切さ”“夢心地”

などなど感謝の言葉をいただき、時にはこちら側が励まされたりす

る事もあります。 

 今、花の需要拡大に花供給者はニーズに合ったマーチャンダイジ

ング、品質保証、サプライマネージメント、差別化、産地表示 etc,

を行い始めています（実は一部の方々）が、根本的に花文化の希薄化は環境の変化によるも

のであり、現代風花文化形成・継承こそ需要拡大へつながるのではないかと感じています。 

 １８歳になる愚息が５歳になる頃、街路に植栽されているクチナシの花をむしっては捨て

る姿に私は声をあげ花は生きている、痛がってること伝えました。花業界人にも関わらず子

育てに追われていた我が家には花一輪も飾られていない生活を送っていた事を反省した事

を忘れません。その彼が小学生時代から卒業した今でも彼の母校、我が母校の小学生に“花

育”と称しフラワーアレンジト講習を行っています。 

私だけでなく全国で子どもたちへの花育は盛んになっているようで、現に市場まつりでは

なくてはならないイベントになっています（写真）。 

フラワーページ 



アレンジメントのマニュアルやテクニックを教えるというより、花は生きている、みんな

も生きている、“身近な生きる力”が植物であり、共存することの大切さ（人に対しても）

や生長する嬉しさを伝えることが出来れば、数年後子ども達は花のある生活が自然であり、

花業界のボトムアップになり、心身ともに豊かな人間になることでしょう！ 

 我々花に携わっているものとして、身近に花など小売り価格で購入して消費者の立場で会

議のたび、懇親会などには欠かさず装飾したり、ハロウィンでは都会の一部のお祭りにせず、

生産者主導のイベントにする習慣は出来ることの一歩ではないでしょうか。 

いずれ現代風花文化が形成されるために足並みを揃え一歩前へ進みましょう。 

 

注１） マーチャンダイジング：商品（花き）を求める購買層のニーズに対して適切な数量、

適切な価格、適切なタイミング、適切な販売形態を検討し提供するための企業活動の

こと。「商品政策」「商品化計画」ともいう。 

注２） サプライマネージメント：花きの生産から消費に至る業務の流れを複数の会社・団

体が統一した物流システムで連携し、顧客に対する商品（花き）の付加価値を高める

管理手法。 

 

＜株式会社 千政の概要＞ 

 東京都中央卸売市場世田谷市場花き部にある仲卸会社。関連会社として、都内に生花店を

２店舗展開している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



園芸農産課 

 

第 25 回全国スプレーマム愛知大会が盛大に開催されました 

 

11 月１日（火）～２日（水）に豊橋市・田原市で、スプレーぎく生産の総合的な振興を

図ることを目的に、第 25 回全国スプレーマム愛知大会が開催されました（主催：第 25 回全

国スプレーマム愛知大会実行委員会、社団法人日本花き生産協会スプレーぎく部会）。本県

では、平成９年に蒲郡市、豊川市で開催して以来、14 年ぶりとなります。 

なお、正式な作物名は「スプレーぎく」ですが、「きく」という語感から来る和風のイメ

ージにとらわれずに利用場面を拡大したいという生産者の思いから、「きく」を意味する「マ

ム（mum）」、すなわち「スプレーマム」を、第 23 回沖縄大会から大会名に使っています。 

１ 大会テーマ 

「アイ  （ラブ） スプレーマム 愛知から」 

このテーマの、「アイ  （ラブ）」には、スプレーマムの花言葉が「私はあなたを愛する」

や「清らかな愛」であり、その意味を込めてあります。 

また、愛知県は、全国で最もスプレーマム生産が盛んであり、この愛知大会からスプレー

マムを愛する生産者の気持ちが、市場や小売りへ、そして消費者へ届くことを願って「愛知

から」とされました。 

２ 会 場 

ホテル日航豊橋（式典、研究大会、資材・品種展示） 

芦ヶ池農業公園サンテパルクたはら（品評会） 

田原市内生産圃場、愛知みなみ農業協同組合花ポートセンター（現地調査） 

３ 参加人数 

 352 名（大会運営関係者を含む） 

４ 主な内容 

（１）式典 

11 月１日に行われた式典では、長年スプレー

マムの生産振興に貢献された市村順一氏（栃木

県）、中川新一氏（愛知県）、中井理自氏（和歌山県）

♡ 
♡ 

功労者表彰を受ける中川新一氏



が、功労者として表彰されました。３名とも、地域のリーダーとして生産技術の普及や

販売促進に尽力し、産地の発展に貢献された方々です。 

（２）研究大会 

   式典後行われた研究大会では、基調講演とパネルディスカッションが行われました。 

基調講演では、農林水産省生産局農産部園芸作物課花き産業・施設園芸振興室長 綿

谷弘勝氏を講師に迎え、花きの現状について御講話いただくとともに、花き産業の未来

をひらくいくつかの取組について説明していただきました。 

   生産技術としては、キクでは光応答メカニズムの解明による生育制御技術等の研究が

進んでいることが紹介され、生産性の向上やコスト低減の可能性が期待されています。

また、需要拡大の方策としては、日持ち保証制度や「フラワーバレンタイン」への取組

について説明がありました。 

特に、「フラワーバレンタイン」については、①物日のない２月に新たな需要を創出

することと、②男性から女性へ花を贈る習慣の定着を目指して、花業界全体で実施して

いくことの重要性を強調されました。 

   パネルディスカッションでは、農業総合試験場の鷹羽靖夫主任専門員のコーディネー

トにより、パネリストとして、基調講演講師の綿谷氏、日本花き輸出入協会の茅野貴暉

氏、株式会社大田花きの田中浩二氏、スプレーマム生産者の石井宏道氏、鳥居正昭氏の

５名が、スプレーマムの生産・販売の実態と今後の方向性について討議しました。 

   主な意見としては、「スプレーマム生産者は若い人が多い。少しの後押しが欲しい。」

「農水省としては新しいことに挑戦する方を支援したい。」「消費者の声を聞く機会をも

っと設けるべき。」「これからの需要を増やすためには男の財布を開けることをもっと考

えたらどうか。」などが出されました。 

（３）品評会 

   本大会では、技術研鑽を目的に、全国スプレーマム大会では初めて品評会が同時開催

されました。審査会は、大会前日の 10 月 31 日にサンテパルクたはらで、農業総合試験

場東三河農業研究所所長の榊原政弘審査長のもと行い、その後同じ場所で 11 月２日ま

で展示し、多くの観光客にスプレーマムをＰＲすることができました。 

   総出品点数は 155 点で、金賞 10 点、銀賞 15 点が選ばれました。第 1席の品評会大賞

は、田原市の荒木篤氏が出品した品種：「レサイバーピンク」が選ばれました。これは、

発色の良さ、花数の多さなどが評価されたものです。荒木氏は、愛知県知事賞を受賞し



た田原市の花井弘氏（品種：「レミダス」）、社団法人日本花き生産協会会長賞を受賞し

た和歌山県の竹本寛郎氏（品種：「フェリスオーラ」）とともに、式典において表彰され

ました。 

（４）その他 

   品種・資材展示は 26 社に参加いただき、多くの大会参加者が各社のブースで熱心に

質問する姿が見られました。 

５ 最後に 

 本県のスプレーマムは全国１位の出荷量を誇っており、マレーシアなどからの輸入が増加

している中でも漸増しています。また、若い生産者も多い活気ある品目といえます。この大

会は、本県のスプレーマムが輸入切り花に打ち勝ち、またはこれと共存しながら、一層発展

していくきっかけになったものと思います。 

 



愛 知 産 青 果 物 の 動 向

青果物の見通し」及び「花きの見通し」ページにおいて使用する『変動の幅を表
す用語』につきましては、下記の基準で記載しております。

わずか ：±２％台以内
や や ：±３～５％台
かなり ：±６～15％台
大 幅 ：±１６％以上

○ 名古屋市中央卸売市場（品目：れんこん）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) うち愛知産 （上位３産地）

２２年実績 ５１６ ４６４ ３３６ ３３８ 愛知 (９０％)
（９０％） 茨城 （ ８％）

徳島・佐賀
２３年見通し ４１３ ３７０ （ ２％）

入荷量及び卸売価格の概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

県内の主な産地は、愛西市。 箱にも収まりやすい、茨城や熊本産のだる
今年は日照不足の影響で不作気味。入荷 まれんこんが人気で、作業効率も良いため、

量は少ないが安定しており、価格も上がっ 愛知県ではテスト段階として導入している。
ている。 また、消費拡大や販売促進対策として、経
品種としては、節と節の間が短く、丸み 済連と合同で、量販店などで特売も行ってい

のあるだるまれんこんが増えている。 る。

○ 東京都中央卸売市場（品目：サニーレタス）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) うち愛知産 （上位３産地）

２２年実績 ７２２ １２５ １７７ １９５ 茨城 (３５％)
(１７％) 愛知 （１７％）

千葉 （１４％）
２３年見通し ７２０ － １７０ －

概 要 と 見 通 し 卸売市場から産地への要望・提言等

茨城の秋作は終盤を迎え、本県産と静岡 サニーレタスは業務で安定的に使ってくれ
からの入荷が増加してくる。 る環境をつくっていくのが必要で、そのため
茨城の残量は前年並、愛知、静岡は順調 には、安定的な出荷を先ず第一にお願いした

な生育で、安定出荷が見込まれる。 い。また、毎年言っていることだが、切り口
入荷量は前年並が見込まれ、価格は前年 の処理、低温輸送などの鮮度保持。色づけに

をやや下回る見込みである。 も十分注意して出荷して欲しい。



名古屋・東京市場における青果物の１２月の見通し

１１月１５日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１８年 ３８，８９５ 156 184 208 愛知 30%
１９年 ３８，２６６ 194 187 218 北海道 20%
２０年 ３７，８０３ 203 200 216 茨城 8%
２１年 ３７，１９２ 180 183 208 長野 5%
２２年 ３５，４１３ 199 192 201

５ ヵ年平均 ３７，５１４ － － －

２３年見通し ３６，８００ － － －

１８年 ２，１３０ 42 47 51 愛知 42%
１９年 ２，２７４ 71 64 59 千葉 30%
２０年 ２，３４８ 82 71 59 静岡 9%
２１年 ２，２６３ 48 48 67 徳島 6%
２２年 ２，０２２ 59 54 45

５ ヵ年平均 ２，２０７ 61 57 57

２３年見通し ２，１００ 70 60 50

１８年 ２，８２８ 67 66 74 愛知 79%
１９年 ２，８２８ 102 75 94 岐阜 7%
２０年 ２，６４４ 103 91 90 千葉 6%
２１年 ２，５４６ 67 65 75 熊本 3%
２２年 ２，１６１ 103 100 104

５ ヵ年平均 ２，６０２ 88 78 87

２３年見通し ２，２００ 90 90 90

に
　
ん
　
じ
　
ん

６９
８９
９５
６９

１０２

８４

　主な産地は愛知、岐阜、千葉。愛知は台
風の影響で、作付け面積が前年より減少し
ている。岐阜産は上旬から中旬に入荷が終
了する。関東産は初めは入荷量が少ない
が、今後の天候次第で回復する見込み。
　入荷量は前年並で、価格は前年をかなり
下回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　主な産地は愛知、千葉。愛知産は雨の影
響で生育に遅れが見られたが、上旬から中
旬にかけてピークとなり、その後静岡や徳
島からも入荷が始まる。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
をかなり上回る見込み。

　主な産地は愛知、北海道。台風や低温の
影響で生育に遅れが見られていたが、現在
は回復傾向にある。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
をやや下回る見込み。

９０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

１９５

１８６
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き
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品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野
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計

１８３
１９９
２０６
１９１
１９７
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１１月１９日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１８年 １４０，４１２ 173 199 232 千葉 20%
１９年 １３９，４７７ 212 216 237 茨城 18%
２０年 １３９，３５２ 221 218 236 北海道 11%
２１年 １３９，９４２ 190 191 243 愛知 7%
２２年 １３３，３９４ 205 200 229 （愛知産比率 7%)

５ ヵ年平均 １３８，５１５ － － －

２３年見通し １３８，０００ － － －

１８年 １２，８７２ 39 42 54 千葉 48%
１９年 １３，９０５ 67 62 62 神奈川 42%
２０年 １３，１３２ 78 68 59 徳島 4%
２１年 １２，６９４ 46 44 66 茨城 2%
２２年 １３，５４６ 56 51 48 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 １３，２３０ 57 54 58

２３年見通し １３，５００ 50 55 60

１８年 ９，９０５ 68 70 82 千葉 78%
１９年 １０，０４６ 103 93 104 埼玉 7%
２０年 ８，８７７ 114 102 117 茨城 4%
２１年 ９，５１７ 77 74 87 香川 4%
２２年 ８，３９８ 122 118 139 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ９，３４９ 96 90 105

２３年見通し ９，３００ 95 90 100

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し
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前年主要産地（％）

（愛知産比率）

２１４

２０５
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

　関東産地からの入荷が中心で、土物類は
前月に続き北海道からの入荷となる。　昨
年の高温、干ばつからの入荷減に比べ、今
年は台風等があったものの総じて順調な出
荷が見込まれる。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
をやや下回る見込み。

９５  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

 前年及び本年の

５５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　関東産地からの入荷が中心となる。千葉
は生育は概ね順調、品質も良好、神奈川も
台風以降、適度な雨と温暖な気候により生
育は順調で平年並みの入荷が見込まれる。
入荷量は前年並みで、価格は安かった前年
をかなり上回る見込み。
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７３
１００
１１０
８０

１２７

９７

　千葉を中心とした関東産地からの入荷が
本格化する。千葉は適度な降雨もあり生育
は順調、病虫害の被害少なく品質も良好。
埼玉についても同様なことが言える。入荷
量は不作だった前年をかなり上回り、価格
は高騰した前年を大幅に下回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

東 京 都 中 央 卸 売 市 場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１８年 ３，８３４ 42 50 50 愛知 50%
１９年 ３，９１４ 54 58 61 茨城 38%
２０年 ３，９６５ 61 65 68 長野 4%
２１年 ３，６９６ 45 48 54 岐阜 4%
２２年 ３，７４１ 56 58 56

５ ヵ年平均 ３，８３０ 52 56 58

２３年見通し ３，６００ 50 55 60

１８年 ３，２７１ 32 45 44 愛知 84%
１９年 ３，４１９ 70 79 73 茨城 13%
２０年 ３，３８７ 116 104 101 鹿児島 2%
２１年 ３，３８５ 41 40 73
２２年 ３，３１１ 98 76 71

５ ヵ年平均 ３，３５５ 72 69 73

２３年見通し ３，４００ 70 70 70

１８年 ４８７ 246 310 277 愛知 82%
１９年 ４９０ 388 342 284 福岡 7%
２０年 ４３７ 480 404 352 茨城 3%
２１年 ３９３ 395 425 498 群馬 3%
２２年 ４０４ 409 365 351

５ ヵ年平均 ４４２ 380 366 346

２３年見通し ４００ 400 370 350

４１０
４３６
３７５

３６３

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

 前年及び本年の

３７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　主な産地は愛知、福岡。どの産地も生育
は順調で、出荷が前倒し傾向にある。今後
冷え込むと、下旬以降品薄になる可能性も
ある。愛知では、害虫の発生が多く、また
作付面積が減少している。
　入荷量、価格ともに前年並みとなる見込
み。

ほ
　
う
　
れ
　
ん
　
そ
　
う

２８０
３３７

は
　
く
　
さ
　
い

４８
５８
６５
４９
５７

５６

５５

キ
　
ャ

　
ベ
　
ツ

４０
７４

１０７
５１
８１

７１

７０

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 入荷量・価格の動き

　主な産地は愛知、茨城。愛知産は台風の
影響で定植のし直しが多かったが、今後の
天候次第では、回復の見込みもある。３月
以降は、例年より入荷が多くなる見込み。
　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
前年をかなり下回る見込み。

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　主な産地は愛知、茨城。愛知産は台風の
影響が少しあり、年内の豊橋産は減少する
見込み。茨城産の生育状況は順調。
　入荷量は前年をやや下回り、価格も前年
をやや下回る見込み。

 前年及び本年の

 前年及び本年の
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１８年 １４，３０７ 25 29 32 茨城 97%
１９年 １４，９５１ 37 37 43 群馬 1%
２０年 １４，８４４ 47 47 49 栃木 0%
２１年 １４，７２７ 28 27 33 岩手 0%
２２年 １３，９０４ 51 48 47 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 １４，５４７ 38 38 41

２３年見通し １４，１００ 40 40 40

１８年 １３，１０５ 34 46 45 愛知 50%
１９年 １２，８４５ 70 72 67 千葉 30%
２０年 １２，５３６ 112 100 88 神奈川 9%
２１年 １３，９４８ 47 44 75 茨城 7%
２２年 １３，０５１ 97 77 73 （愛知産比率 50%)

５ ヵ年平均 １３，０９７ 71 67 70

２３年見通し １３，５００ 60 70 65

１８年 ２，０６１ 281 402 327 群馬 38%
１９年 ２，０３２ 381 369 352 千葉 21%
２０年 ２，０４３ 413 350 320 埼玉 18%
２１年 １，８９９ 358 362 507 茨城 15%
２２年 ２，００３ 353 317 356 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ２，００８ 357 360 370

２３年見通し １，９００ 370 380 390

 前年及び本年の

 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

　千葉を始めとする関東産地に愛知からの
入荷が本格化する。千葉は昨年は高温、干
ばつの影響で遅れたが今年は順調。愛知は
作付け微増で生育は順調、日中の気温は高
いが夜温が低く病害の発生もない。入荷量
は前年をやや上回り、価格は前年を大幅に
下回る見込み。

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　長野に代わり茨城からの入荷が中心とな
る。茨城の生育は気温が高く、肥大が進み
大玉傾向。１２月は気温低下に伴い消費回
復が期待できる。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は高
かった前年を大幅に下回るものの平年並み
の見込み。
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産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し
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２９
３９
４８
３０
４８

３９

４０

 前年及び本年の

３８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　関東産地からの入荷が中心となる。群馬
は台風の影響もあったがその後の高温で生
育は回復した。千葉、埼玉は１０月の高温
の影響で前進気味ではあるが概ね生育順
調。入荷量は全体に前進傾向にあり前年を
やや下回る見込み。価格は前年をかなり上
回る見込み。
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３３５
３６７

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

３６０
４０６
３４３

３６２

東 京 都 中 央 卸 売 市 場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１８年 １，３１４ 257 274 266 愛知 18%
１９年 １，３８５ 368 329 369 大分 17%
２０年 １，４４２ 303 292 337 静岡 11%
２１年 １，４７７ 283 308 391 群馬 9%
２２年 １，４０１ 348 333 383

５ ヵ年平均 １，４０４ 312 307 351

２３年見通し １，４５０ 330 330 330

１８年 ２，４００ 114 159 175 兵庫 50%
１９年 １，９５９ 174 188 178 愛知 16%
２０年 １，６０７ 294 259 296 静岡 12%
２１年 １，６１５ 188 181 240 熊本 9%
２２年 １，９０９ 160 130 136

５ ヵ年平均 １，８９８ 179 180 199

２３年見通し １，９００ 150 160 200

１８年 １，１６３ 371 434 727 愛知 43%
１９年 １，３０４ 322 375 452 宮崎 21%
２０年 ２，３１６ 166 233 276 高知 18%
２１年 １，２４２ 316 347 463 鹿児島 15%
２２年 １，１６３ 267 305 447

５ ヵ年平均 １，４３８ 270 323 441

２３年見通し １，２５０ 320 360 460

２６６
３５６
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５０７
３８３
２２１
３７３
３３５

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

 前年及び本年の

３８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　主な産地は愛知、宮崎、高知、鹿児島。
九州、四国地方では出荷のスタートが遅れ
る見込み。愛知では作付面積が減少してき
ている。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格も前
年をかなり上回る見込み。

３４１

 前年及び本年の

１７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　主な産地は兵庫、愛知、静岡、熊本。関
東地方では、上旬ごろに出荷が終了する。
その後兵庫や愛知産が始まるが、出荷は順
調となる見込み。愛知では、玉レタスが
減って、リーフ系が増えている。
　入荷量は前年並で、価格は前年を大幅に
上回る見込み。
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２８２
２０６
１４１

１８６

 前年及び本年の

３３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　主な産地は愛知、大分、静岡、群馬。秋
から冬にかけて出荷が前倒し傾向にある。
静岡では台風の影響があったが、九州産は
生育も順調。愛知では害虫の発生が多く見
られている。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
をかなり下回る見込み。
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１８年 ６，６３３ 185 180 184 千葉 23%
１９年 ６，４８６ 268 235 270 埼玉 19%
２０年 ６，８２６ 207 172 209 茨城 15%
２１年 ６，４６４ 205 216 298 群馬 11%
２２年 ５，８６０ 265 252 277 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ６，４５４ 225 210 246

２３年見通し ６，４００ 210 200 220

１８年 ８，６５１ 126 170 179 静岡 30%
１９年 ８，３２２ 178 190 181 茨城 22%
２０年 ７，５４４ 265 246 275 香川 15%
２１年 ７，３８３ 185 187 237 兵庫 9%
２２年 ８，３０５ 154 143 149 （愛知産比率 3%)

５ ヵ年平均 ８，０４１ 179 186 202

２３年見通し ８，３００ 160 180 200

１８年 ４，２７６ 379 464 774 宮崎 35%
１９年 ４，８１３ 342 381 462 千葉 20%
２０年 ４，９４９ 413 408 451 高知 17%
２１年 ４，９８９ 333 363 475 埼玉 16%
２２年 ４，８０９ 289 316 466 （愛知産比率 -%)

５ ヵ年平均 ４，７６７ 351 385 519

２３年見通し ４，８００ 350 380 410

品
目
名

１９６
２４３
２６６

２２８  前年及び本年の

２１０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　関東産地からの入荷が本格化してくる。
千葉は肥大がやや遅れているが生育は概ね
順調。茨城、埼玉は台風の影響で生育遅れ
があったがその後の天候回復で生育順調。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は高
かった前年を大幅に下回る見込み。
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１６１
１８３
２６２
２０５
１４９

１９０  前年及び本年の

１８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　静岡からの入荷が本格化し、香川、兵庫
からの入荷も続く。静岡は若干遅れがあっ
たものの現況回復、茨城は、上旬は多いが
徐々に減り月末には切り上がる。香川は中
旬から本格化する。入荷量はやや前年を下
回り、価格は前年をかなり上回る見込み。

 前年及び本年の

３８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　関東産地に加えて西南暖地からの入荷が
増加してくる。西南暖地は１１月上旬に曇
天が続き、作柄はやや不良。埼玉、千葉は
生育概ね順調で平年並の入荷見込まれる。
　全体の入荷量は少なかった前年並み、価
格は前年をかなり上回る見込み。

４１６

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１８年 ４４５ 337 375 381 熊本 54%
１９年 ４４１ 370 363 343 愛知 44%
２０年 ４２７ 349 357 359 高知 2%
２１年 ４５７ 372 381 327 0 0%
２２年 ４０９ 327 337 335

５ ヵ年平均 ４３６ 352 363 349

２３年見通し ４５０ 330 330 330

１８年 １，０９８ 320 252 209 熊本 36%
１９年 ８２５ 539 400 355 愛知 34%
２０年 ８６６ 395 313 308 三重 19%
２１年 ９５３ 347 254 250 岐阜 10%
２２年 ８５５ 302 286 310

５ ヵ年平均 ９１９ 376 297 281

２３年見通し ８８０ 300 290 310

１８年 ２７１ 546 414 505 愛知 44%
１９年 ２２８ 844 857 697 熊本 43%
２０年 ２２８ 758 646 667 和歌山 9%
２１年 ２９４ 486 483 605
２２年 ３０９ 543 521 583

５ ヵ年平均 ２６６ 619 570 606

２３年見通し ３００ 550 500 550

品
目
名

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

　　　　区分
実績
と見通し

 前年及び本年の

５４０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　主な産地は愛知、熊本。愛知産はパック
売り、熊本産はバラ売りが中心。作柄は良
好で、週を追って入荷が増える見込み。
　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
前年並の見込み。
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 前年及び本年の

３００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　主な産地は熊本、愛知、三重、岐阜。ど
の産地も生育は順調。愛知では渥美や尾張
地域が中心。上旬の入荷量は少なめだが、
その後安定する見込み。
　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
前年並の見込み。
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３１６

 前年及び本年の

３３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　主な産地は熊本、愛知。どちらも生育は
順調だが、消費が減退傾向にある。産地で
は、燃油の高騰により、ハウス栽培から露
地栽培の夏秋ものが増えている。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年並の見込み。
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※「なす」の数値には「べいなす」を含まない。

単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１８年 １，９６２ 246 444 408 高知 60%
１９年 ２，０７１ 416 388 395 福岡 20%
２０年 ２，０５１ 399 407 393 佐賀 6%
２１年 ２，００１ 435 408 355 熊本 6%
２２年 １，７２２ 400 426 436 （愛知産比率 -%)

５ ヵ年平均 １，９６１ 380 414 396

２３年見通し １，９５０ 400 400 400

１８年 ５，９７３ 343 274 244 熊本 43%
１９年 ４，５６１ 557 434 377 愛知 20%
２０年 ４，６５２ 462 364 367 千葉 9%
２１年 ５，３７３ 369 312 312 栃木 9%
２２年 ４，８０７ 337 333 366 （愛知産比率 20%)

５ ヵ年平均 ５，０７３ 408 339 328

２３年見通し ４，８００ 370 350 360

１８年 １，３０３ 532 438 491 愛知 29%
１９年 １，０２７ 818 848 706 熊本 28%
２０年 １，０５３ 709 609 652 千葉 12%
２１年 １，２９０ 462 430 553 宮崎 10%
２２年 １，２５１ 516 471 550 （愛知産比率 29%)

５ ヵ年平均 １，１８５ 594 545 583

２３年見通し １，２００ 540 510 570
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４２５
４００
４００
４００
４２０

４０９  前年及び本年の

４００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　関東産地にかわり、西南暖地からの入荷
が本格化する。１１月前半に若干前倒し出
荷となったが前年ほどの前進ではない。生
育状況は、高知、福岡ともに順調で計画通
りの入荷が期待できる。
　入荷量は少なかった前年をかなり上回
り、価格は前年をやや下回る見込み。
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２８４
４４７
３９６
３３０
３４５

３５５  前年及び本年の

３６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　関東産地に加え、西南暖地と愛知からの
入荷が本格化する。熊本は上旬で促成タイ
プが終了し、越冬タイプに切り替わる。病
害の発生は若干多いが総体の影響は少な
い。本県産については順調な出荷が期待で
きる。入荷量は前年並みで、価格は前年を
やや上回る見込み。
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７８８
６５４
４８０
５１２

５７２  前年及び本年の

５４０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　関東産地と愛知、熊本からの入荷が中心
となる。愛知,熊本とも玉伸びも良く、生育
は概ね順調、品質的にも甘さがのってきて
おり問題はない。大きなピークなく順調な
出荷が見込まれる。
　入荷量は多かった前年をやや下回り、価
格は前年をやや上回る見込み。

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

　　　　区分
実績
と見通し

品
目
名

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場東 京 都 中 央 卸 売 市 場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１８年 ３７０ 313 407 697 宮崎 45%
１９年 ４３５ 380 338 352 鹿児島 40%
２０年 ３５０ 491 579 527 高知 14%
２１年 ３７６ 424 489 517 0 0%
２２年 ４４４ 322 356 340 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ３９５ 382 426 476

２３年見通し ４２０ 350 350 350

１８年 ３，５５１ 98 100 92 北海道 64%
１９年 ３，０６２ 78 84 84 長崎 37%
２０年 ３，０６８ 89 90 80 愛知 0%
２１年 ２，９３９ 129 124 97 0 0%
２２年 ２，５２１ 155 143 117 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ３，０２８ 108 107 93

２３年見通し ２，８００ 110 110 110

１８年 ５，８７２ 75 82 69 北海道 85%
１９年 ５，８３２ 70 66 63 アメリカ 13%
２０年 ６，０９４ 67 66 58 中国 1%
２１年 ６，０１３ 94 96 76 兵庫 1%
２２年 ４，７８８ 129 108 105

５ ヵ年平均 ５，７２０ 85 83 73

２３年見通し ５，３００ 85 85 85

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

 前年及び本年の

８５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　主な産地は北海道、アメリカ。北海道で
は、地域によって作柄にバラツキがある。
北見地域は大玉傾向。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年を大幅に下回る見込み。

た
　
ま
　
ね
　
ぎ

７５
６６
６４
８７

１１４

８０

 前年及び本年の

１１０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　主な産地は北海道、長崎。北海道産は小
玉傾向で、量も少ない。長崎産は作柄も良
好で、Ｌ玉が多い。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年を大幅に下回る見込み。

ば
　
れ
　
い
　
し
　
ょ

９７
８２
８７

１１５
１３９

１０２

 前年及び本年の

３５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　主な産地は宮崎、鹿児島、高知。冷え込
みの影響で、販売価格にバラツキがある
が、荷動きは堅調。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
をやや上回る見込み。

ピ
　
ー

　
マ
　
ン

４３９
３５５
５３８
４７７
３３８

４２３

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１８年 １，５７１ 275 390 685 茨城 46%
１９年 １，５７９ 377 360 358 宮崎 28%
２０年 １，６４２ 488 522 457 鹿児島 13%
２１年 １，４００ 396 508 564 高知 12%
２２年 １，４６３ 334 322 338 （愛知産比率 -%)

５ ヵ年平均 １，５３１ 375 421 480

２３年見通し １，４００ 350 370 360

１８年 ７，６４０ 110 110 114 北海道 81%
１９年 ８，０９４ 85 90 91 長崎 19%
２０年 ８，０９３ 97 96 97 鹿児島 0%
２１年 ７，８９２ 131 132 140 0 0%
２２年 ７，０６４ 156 147 145 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ７，７５７ 115 114 117

２３年見通し ７，４００ 110 110 110

１８年 １０，３１３ 85 87 88 北海道 78%
１９年 １０，００９ 74 76 77 米国 16%
２０年 １０，５０９ 75 74 73 中国 5%
２１年 １０，２０６ 106 115 118 0 0%
２２年 ８，６８１ 145 142 140 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ９，９４４ 95 97 98

２３年見通し １０，２００ 90 90 90

ピ
　
ー

　
マ
　
ン

４２５
３６６
４９３
４８５
３３１

４２０  前年及び本年の

３６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　茨城に加えて西南暖地からの入荷が始ま
る。茨城の生育は概ね順調。宮崎はこのと
ころの雲雨天で生育は遅れている。日中と
夜温との差が少なく花つきも悪い。今後回
復も見込めるが、潤沢だった昨年の出荷量
を下回る見込み。入荷量は前年をやや下回
り、価格は前年をかなり上回る見込み。

ば
　
れ
　
い
　
し
　
ょ

１１１
８９
９７

１３４
１４９

１１５  前年及び本年の

１１０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道からの入荷が中心となる。北海道
内の産地により作柄の差があるものの生産
環境は前年より良いものの全体的に小玉傾
向。長崎は適度な雨にも恵まれ作柄良好。
入荷量は前年をやや上回り、価格は前年を
大幅に下回る見込み。

た
　
ま
　
ね
　
ぎ

８７
７５
７４

１１３
１４２

９７  前年及び本年の

９０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　春先まで北海道中心の入荷が続く。早生
種から中晩生種へと切り替わる。地域に
よっては前年同様に作柄不良のところもあ
るが、前年ほどではない。需要にあわせた
出荷のため大幅な増量はない。入荷量は少
なかった前年をやや上回り、価格は前年を
大幅に下回る見込み。

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場東 京 都 中 央 卸 売 市 場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１８年 １４，１９７ 297 341 380 静岡 18%
１９年 １５，２０７ 230 276 302 愛知 18%
２０年 １３，５３５ 272 307 331 フィリピン 16%
２１年 １３，２５１ 227 268 277 和歌山 9%
２２年 １２，３３５ 290 326 352

５ ヵ年平均 １３，７０５ － － －

２３年見通し １２，７００ － － －

１７年 ６，００３ 281 286 313 静岡 39%
１８年 ７，６７５ 138 138 176 愛知 33%
１９年 ６，１５５ 230 240 259 和歌山 18%
２０年 ６，３３７ 139 159 184 熊本 4%
２１年 ５，６３６ 236 238 247

５ ヵ年平均 ６，３６１ － － －

２２年見通し ６，０００ 200 200 200

１８年 ７４０ 1,148 1,433 1,636 愛知 61%
１９年 ６３６ 1,429 1,611 1,912 熊本 19%
２０年 ７１７ 1,126 1,284 1,556 三重 7%
２１年 ６４７ 1,163 1,180 1,539 鹿児島 6%
２２年 ６２８ 1,255 1,492 1,881

５ ヵ年平均 ６７４ － － －

２３年見通し ６５０ 1,200 1,400 1,600

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

果
　
　
実
　
　
計

３３９
２６９
３０３
２５７
３２２

２９７  前年及び本年の

２８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　主な産地は静岡、愛知。
　１０月の気温が高かった影響で、果実全
体で出荷が前倒し傾向にある。
　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
前年をかなり下回る見込み。

み
　
　
か
　
　
ん

２９５
１５２
２４４
１６３
２４１

２１５  前年及び本年の

２００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　主な産地は静岡、愛知、和歌山。夏の高
温や台風の影響で、傷んでいるものが多
く、味は低糖低酸。２Ｌサイズが中心。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年を大幅に下回る見込み。

い
　
　
ち
　
　
ご

１，４３７
１，６８６
１，３２９
１，３０７
１，５８１

１，４６３  前年及び本年の

１，４００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　主な産地は愛知、熊本。台風の被害が一
部で見られたが、その後回復傾向にある。
震災の影響で、関東産の業務需要が減る可
能性がある。品種では「あまおう」が人
気。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
をかなり下回る見込み。
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１８年 ５５，８０１ 339 386 411 愛媛 26%
１９年 ６３，６３６ 267 322 324 和歌山 11%
２０年 ６０，８７０ 292 324 345 フィリピン 9%
２１年 ６２，４３０ 245 279 287 熊本 8%
２２年 ５２，６２０ 325 359 393 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ５９，０７１ － － －

２３年見通し ５７，０００ － － －

１８年 ３１，１１７ 284 292 187 愛媛 44%
１９年 ３９，３８４ 179 190 291 和歌山 18%
２０年 ３５，１０１ 242 245 243 長崎 12%
２１年 ３６，８５６ 167 170 175 熊本 10%
２２年 ２９，７６６ 259 263 269 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ３４，４４５ 222 228 234

２３年見通し ３４，０００ 225 220 230

１８年 ３，３２６ 1,235 1,429 1,770 栃木 42%
１９年 ３，１２８ 1,434 1,538 1,982 福岡 19%
２０年 ３，１９７ 1,270 1,276 1,627 茨城 11%
２１年 ３，０５７ 1,236 1,312 1,639 佐賀 11%
２２年 ２，８４８ 1,314 1,480 1,874 （愛知産比率 4%)

５ ヵ年平均 ３，１１１ 1,297 1,406 1,777

２３年見通し ３，１００ 1,400 1,500 1,600

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

果
　
　
実
　
　
計

３８１
３０７
３２２
２７２
３６１

３２６  前年及び本年の

３３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　みかん中心にりんご、いちごなどが入荷
する。りんごは全体に品薄傾向で入荷量は
少ない。洋なしは品質、食味とも良好で入
荷量も安定する予想。富有柿は冷蔵物に切
り替わるが入荷量は少ない見通し。
入荷量は前年をかなり上回り、価格は前年
をかなり下回ると見込まれる。

み
　
　
か
　
　
ん

２８９
１８５
２４３
１７２
２６４

２２６  前年及び本年の

２２５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛媛中心に和歌山等から普通温州が入荷
する。愛媛は極早生、早生同様に生理落果
があり、表年としてはやや少ない。各産地
ともに大玉果比率が高く、少なかった昨年
を上回り、中旬以降増加する見通し。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年をかなり下回ると見込まれる。

い
　
ち
　
ご

１，５２５
１，６８３
１，４０２
１，４３０
１，６０１

１，５２７  前年及び本年の

１，５００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　栃木、福岡、茨城等中心に入荷。栃木の
生育は11月期の高温で小玉傾向にあるが、
12月には数量がまとまる見込み。福岡も前
進傾向にあり、入荷量は前年を上回る予
想。茨城県も安定した出荷となる。
入荷量は前年をかなり上回り、価格は前年
をかなり下回ると見込まれる。
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切　花　・　鉢　花　の　１２　月　の　見　通　し

　切　花（愛知名港花き地方卸売市場　　１１月２６日現在）

実 １９年 ４，２３１ ６２

２０年 ４，３８７ ５２

績 ２１年 ３，４４１ ６２

２２年 ３，４００ ５１

３，８６５ ５７

４，０００ ５５

概
　
要

実 １９年 ２，６５７ ３１

２０年 ２，８４６ ２６

績 ２１年 ２，３３５ ３０

２２年 ２，１１２ ３１

２，４８８ ２９

２，５００ ３０

概
　
要

実 １９年 １，１７７ ４６

２０年 １，２３３ ４１

績 ２１年 １，２０６ ４１

２２年 １，４８２ ３２

１，２７４ ４０

１，５００ ３５

概
　
要

実 １９年 １９４ １１２

２０年 ２１３ ８９

績 ２１年 １７５ ９７

２２年 ２０５ ６４

１９７ ９０

２３０ ６５

概
　
要

２３年見通し

高知、和歌山、熊本から入荷。やや遅れ気味の産地もあるが、入荷量は前年並み。前半は
業務中心の動き、20日以降一般需要が見込まれるが、12月を通しては厳しい展開になりそ
う。

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

産地は沖縄が中心。産地状況も順調で作付けも昨年より多くなっているが、一昨年と同じ
くらい戻っただけなので極端な増加ではなく平年に戻った状況である。作付けでは平均し
ているが、赤小の引き合いが特に強くなりそう。ピークは２０日から２３日あたりを予定
している。

４ヶ年平均

２３年見通し

カ
ー

ネ
ー

シ
ョ

ン

か
　
す
　
み
　
そ
　
う

愛知を中心に長野、和歌山等から入荷。10,11月と気温が高かったため、長野産の他愛知産
の量が増え、11月は価格は低迷した。12月には例年よりも秀品率も上がり、量的にもあ
り、年末需要に対応できる。

４ヶ年平均

小
　
　
ぎ
　
　
く

品
目

輪
　
　
ぎ
　
　
く

愛知、三重、沖縄等から入荷。今年は平年と比べると気温がかなり高く順調に推移。今期
は上旬から順調に入荷し、特に輸入あたりは１５日あたりまでの入荷で、それ以降は国内
産が順調に推移すると思われる。

　　　　　区分
実績等

４ヶ年平均

２３年見通し

４ヶ年平均

２３年見通し

単位：千本、円／本
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実 １９年 ５３７ １９３

２０年 ５０７ １６３

績 ２１年 ４３７ １６８

２２年 ４３７ １８８

４７９ １７８

４８０ １８０

概
　
要

実 １９年 ５３７ １１６

２０年 ４５９ １１９

績 ２１年 ４０２ １２１

２２年 ６４８ ８０

５１１ １０６

７００ ８０

概
　
要

実 １９年 ８４９ ８４

２０年 ８５２ ８６

績 ２１年 ８９５ ８１

２２年 ７９３ ８２

８４７ ８３

８５０ ８３

概
　
要

実 １９年 ４，８３１ ７５

２０年 ５，００９ ６４

績 ２１年 ４，５９７ ６４

２２年 ５，５８０ ４３

５，００４ ６１

５，６００ ５０

概
　
要

２３年見通し

茨木、兵庫、愛媛、高知、和歌山、静岡、長野等から年末の花材の松、千両が前半に入荷
し、後半には葉ボタン、姫南天等の年末花材、ボケや雪柳の促成物が入っていくる。稽古
需要は減っているため、価格は鈍い動きとなろう。

品
目
　　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

４ヶ年平均

２３年見通し

高知、徳島、鹿児島、静岡、愛知等から入荷。品目によっては若干夏の暑さの影響がある
ものの全体的には順調な入荷となる見込み。ただ、タイ産のデンファレは11月の水害の被
害が12月に本格的に出てくることが予想され、最大の需要期であるだけに大きな不安材料
である。

ば
　
　
　
　
ら

４ヶ年平均

２３年見通し

愛知、岐阜、三重、和歌山、静岡中心に入荷。今年も重油高で生産者には厳しい状況に
なっているが、年末、クリスマスに向けて生育は順調。赤バラはサムライを中心に年末、
クリスマスが近づくにつれ、引合いが強くなる。

ゆ
　
　
　
　
り

４ヶ年平均

２３年見通し

OHは高知、埼玉、愛知、静岡などから入荷。生育はやや前進、数量は昨年並みに豊富。12
月の気温次第で月末の数量は少なくなる。鉄砲は年内の出荷量は昨年よりも少なく、業務
に加え、年末は一般の消費もあるため、動きはいい。LAは昨年と同じでやや前進の生育で
はあるが、年末に合わせ増加する。

枝
　
　
も
　
　
の

４ヶ年平均

洋
　
　
ら
　
　
ん

単位：千本、円／本
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　鉢　花（愛知豊明花き地方卸売市場　　11月4日現在）

１８年 １２，３３６ ９６９

実 １９年 １５，１８２ ８７９

２０年 １４，８２０ ７２８

績 ２１年 １１，８９８ ７３０

２２年 １０，２４４ ６８３

１２，８９６ ８０３

７，０００ ６７０

概
　
要

１８年 １５，３１７ ５２６

実 １９年 ２７，６２６ ３９９

２０年 １８，１６２ ５３２

績 ２１年 １２，０３５ ４８２

２２年 １９，１２７ ４３５

１８，４５３ ４６５

１９，０００ ４００

概
　
要

１８年 ６６３，２５２ ４４９

実 １９年 ６９８，７１７ ４６４

２０年 ７１８，３２７ ４０３

績 ２１年 ６１６，４２７ ４００

２２年 ７０８，３７３ ３７７

６８１，０１９ ４１９

６５０，０００ ３６０

概
　
要

シ
ャ

コ
バ
サ
ボ
テ
ン

品
目

ド
　
ラ
　
セ
　
ナ
　
類

　入荷量は昨年よりやや減少か。全体では、大鉢より中鉢（７～８号鉢）の入荷がメイン
であり、愛知県及び岐阜県では、４～６号鉢の入荷がメインである。品目では、ユッカ、
マッケンがメイン。
　昨年１２月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位愛知（６６．９％）、２位鹿児
島（１５．５％）、３位岐阜（５．８％）となっている。

　　　  区分
実績等

５ヶ年平均

２３年見通し

５ヶ年平均

２３年見通し

シ
　
ク
　
ラ
　
メ
　
ン

　入荷量は昨年よりやや減少か。生産が６号鉢から５号鉢へシフトされつつあり、１ヶ
入、２ヶ入のものがやや減少。また、５号鉢の良品もやや減少。相場については、全体的
に低迷しそうである。
　昨年１２月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位愛知（３３．９％）、２位長野
（１７．１％）、３位山梨（１１．５％）となっている。

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　入荷量は昨年並みか。入荷のほとんどは１１月で、終わるので、この月は落ち着いた動
きとなる。
　昨年１２月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位愛知（９６．６％）、２位茨城
（３．４％）となっている。

５ヶ年平均

２３年見通し

単位：鉢、円／鉢
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１８年 １５６，４４１ ２，８０２

実 １９年 １６２，４２８ ２，７６５

２０年 １６７，９４１ ２，３０５

績 ２１年 １３９，２３０ ２，３００

２２年 １４８，３８６ ２，５０９

１５４，８８５ ２，１０７

１５０，０００ ２，４００

概
　
要

１８年 ３６，４７７ １６２

実 １９年 ４１，７３６ ２０６

２０年 ３７，０７８ ２０４

績 ２１年 ３４，０１６ ２００

２２年 ３２，０３９ ２３６

３６，２６９ ２０１

３０，０００ ２２０

概
　
要

１８年 ６４８，０８３ ３０

実 １９年 ６６０，５４０ ４６

２０年 ９７７，９５４ ２９

績 ２１年 ６０１，３７５ ３０

２２年 ５５８，９１３ ４９

６８９，３７３ ３６

５５０，０００ ４５

概
　
要

パ
　
　
ン
　
　
ジ
　
　
ー

５ヶ年平均

カ
　
ラ
　
ン
　
コ
　
エ

シ
　
ン
　
ビ
　
ジ
　
ウ
　
ム

５ヶ年平均

２３年見通し

　生産量は生育良好から、増加しているが、１０月、１１月と前倒し入荷となり、入荷量
は昨年並みか。相場については安定か。
　昨年１２月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位愛知（４８．６％）、２位奈良
（２０．９％）、３位三重（１５．１％）となっている。

品
目
　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヶ年平均

２３年見通し

　入荷量は昨年よりやや減少か。２．５号～４号鉢がメインとなる。相場は中値安定か。
　昨年１２月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位岐阜（４７％）、２位埼玉（４
４．３％）、３位茨城（８％）となっている。

２３年見通し

　入荷量は、夏期の高温障害等もなく、順調に生育しているので、やや増加し、品質もよ
さそう。最盛期は上旬で、中旬には品薄となりそう。
　昨年１２月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位愛知（４９．６％）、２位徳島
（１１．４％）、３位高知（７．６％）となっている。

単位：鉢、円／鉢
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１　輸入実績

数量 前年比 金額 前年比 単価 前年比 数量 前年比 金額 前年比 単価 前年比

　 トン ％ 千円 ％ 円／kg ％ トン ％ 千円 ％ 円／kg ％

野菜（生鮮・冷蔵） 50,883 115.9 6,630,228 133.4 130 115.1 616,253 1,656 56,873,456 1,232 92 74.4

トマト 285 124.9 91,697 155.3 321 124.4 1,840 660 558,726 844 304 127.9

たまねぎ 22,764 134.0 639,799 111.5 28 83.2 266,739 1,604 10,840,863 1,674 41 104.3

にんにく 1,745 86.0 202,403 42.9 116 49.9 14,468 755 2,724,429 1,085 188 143.8

ねぎ 4,340 103.2 513,332 136.6 118 132.4 39,452 1,421 3,626,010 1,013 92 71.2

ブロッコリー 4,671 118.9 738,070 132.7 158 111.7 27,069 801 4,391,701 856 162 106.9

結球キャベツ 791 80.1 20,315 65.0 26 81.1 22,599 8,045 731,098 5,222 32 64.9

にんじん・かぶ 6,303 83.2 273,271 102.8 43 123.6 62,855 1,381 2,989,199 1,170 48 84.7

ごぼう 3,703 119.2 273,271 171.2 74 143.6 32,264 1,097 2,679,572 1,778 83 162.1

えんどう 156 301.9 51,243 384.7 328 127.5 1,563 2,871 451,654 3,152 289 109.8

アスパラガス 764 463.6 479,177 527.6 627 113.8 8,541 4,585 4,226,476 3,573 495 77.9

まつたけ 363 82.1 1,859,459 159.4 5,127 194.2 809 159 3,437,536 284 4,249 178.8

しいたけ 273 166.5 71,283 173.0 261 103.9 3,321 3,095 862,618 3,102 260 100.3

かぼちゃ 107 59.9 11,373 81.8 106 136.5 89,565 43,670 5,671,485 30,895 63 70.7

果実（生鮮・乾燥） 135,432 90.9 15,001,982 91.1 111 100.2 1,468,968 954 171,355,784 999 117 104.7

バナナ 85,791 97.9 5,845,297 97.4 68 99.5 815,454 860 56,576,278 746 69 86.7

パイナップル 11,364 97.1 671,003 96.4 59 99.3 118,540 976 7,033,485 902 59 92.4

レモン 3,868 62.1 294,753 48.3 76 77.8 42,255 854 4,293,228 872 102 102.0

オレンジ 7,681 89.9 632,507 83.5 82 92.9 104,197 1,217 9,621,629 1,157 92 95.0

グレープフルーツ 3,333 32.6 247,460 38.4 74 118.0 139,588 1,054 11,498,487 1,413 82 134.0

メロン 3,107 149.3 222,356 131.6 72 88.2 26,100 1,551 2,576,945 2,044 99 131.8

ぶどう 707 512.5 166,612 490.8 236 95.8 9,460 6,353 1,674,662 4,351 177 68.5

キウイ 7,367 79.7 1,993,387 72.2 271 90.5 59,603 797 18,302,768 801 307 100.6

いちご 663 129.9 518,984 123.1 783 94.8 2,108 381 1,684,427 342 799 89.8

切花（生鮮・乾燥） - 0.0 - 0.0 - - 26,580 678 18,637,380 648 701 95.6

鳥獣肉類 142,953 91.6 62,452,831 94.3 437 103.0 1,380,018 1,153 601,555,227 1,143 436 99.1

牛肉（くず肉含む） 44,438 97.8 17,453,257 97.6 393 99.7 380,700 979 156,401,802 985 411 100.6

豚肉（くず肉含む） 60,700 91.3 30,870,928 88.5 509 97.0 579,435 1,102 302,917,030 1,098 523 99.6

鶏肉 31,644 86.5 9,192,249 105.8 290 122.4 351,492 1,615 98,004,525 2,068 279 128.1

水産物（生鮮・冷蔵・冷凍） 140,843 96.9 84,999,850 100.5 604 103.7 1,267,880 954 704,233,058 960 555 100.5

まぐろ類 18,166 89.6 18,717,330 113.9 1,030 127.1 118,339 638 102,672,026 706 868 110.6

さば・さんま・あじ・いわし 2,895 71.1 495,707 68.4 171 96.3 49,814 1,255 8,150,944 1,423 164 113.4

２　輸出実績

果実（生鮮・乾燥） 639 200.1 389,499 156.5 610 78.2 11,840 1,985 4,265,284 1,186 360 59.8

うんしゅうみかん 7 176.2 9,915 197.5 1,416 112.1 165 3,392 119,861 2,431 725 71.7

りんご 32 57.7 10,911 39.8 341 68.9 10,320 5,555 3,060,095 4,318 297 77.7

なし 312 2089.8 166,042 2014.6 532 96.4 434 424 227,337 491 524 115.9

野菜（生鮮・冷蔵・乾燥） － - 201,715 109.6 - - - - 1,480,857 770 - -

緑茶 174 94.1 331,424 95.8 1,910 101.8 1,801 1,011 3,481,669 1,190 1,933 117.8

資料　農林水産省大臣官房統計部「農林水産物輸出入情報」

９ 月 ま で の 累 計

（２０１１年）

品 名
９ 月

主要農林水産物の輸出入実績



関 連 指 数 
 

 

全  国 平成22年＝100 
消費者物価指数 

愛知県 平成22年＝100 

 
農業物価指数 （平成17年＝100） 
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22年平均 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

 
 
 

 

 

 22年平均 95.7 98.0 100.7 91.5 98.5

23年 5月 99.9 89.1 101.1 100.0 99.8 23年 5月 92.6 86.4 88.2 91.3 103.6

6月 99.7 93.5 100.9 100.0 100.0 6月 95.7 86.4 108.3 105.1 103.5

7月 99.7 95.1 99.9 99.7 100.8 7月 98.8 86.3 111.9 151.9 101.9

8月 99.9 93.4 101.3 99.6 101.9 8月 91.7 86.8 92.5 105.8 101.6

全

 

国

 

9月 99.9 101.4 88.8 99.8 101.9 9月 99.1 90.8 114.7 93.4 101.3

22年平均 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0   

23年 5月 99.6 92.1 102.9 101.7 100.1 資料 農林水産省大臣官房統計部「農業物価指数」 

6月 99.7 97.4 100.1 103.5 102.7  

7月 99.6 96.2 103.3 101.6 103.7

8月 99.7 93.4 102.5 102.8 104.4

愛

知

県

 

9月 99.9 104.7 95.3 105.1 104．6

 

資料 全 国･･総務省統計局「消費者物価指数月報」 

愛知県･･愛知県県民生活部「名古屋市消費者物価指数」 

 

 

 

資料 総務省統計局「小売物価統計調査報告」 

名  古  屋  市  小  売  価  格 （円） 
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品目 
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年 月 

 ５kg １kg 100g 1kg 

22年平均 2,236 158 172 603 419 313 142 314 203 510 615 201 447 

23年 5月 1,809 125 200 595 279 430 127 400 267 398 499 164 516 

6月 1,797 109 194 651 338 401 145 332 204 514 504 172 502 
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品目 

単位 

 

年 月 

１kg 100g １kg 100g １本 100g 

22年平均 604 312 382 143 254 682 603 162 166 326 223 752 479 

23年 5月 - 283 344 130 227 795 551 168 156 307 218 855 407 

6月 - 280 354 - 224 733 544 143 159 293 233 818 411 

7月 - 278 354 - 219 800 541 146 161 287 224 835 453 

8月 - 285 383 - 226 798 542 155 173 294 230 853 436 

9月 753 280 382 - 239 734 532 149 165 296 236 862 428 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あいち農産物生産流通レポート №462

平成２３年１２月発行 

農林水産部食育推進課 

〒460-8501 

名古屋市中区三の丸三丁目１番２号 

電話 （０５２）９５４－６４１７   

 

 

いいともあいち運動って知ってる？？ 
 

○ 県内の消費者と生産者が今まで以上にいい友
・ ・ ・

関係になる 

○ Eat more Aichi products（イート モア アイチ プロダクツ） 

＝もっと愛知県産品を食べよう（利用しよう） 

 

 

愛知県の農林水産業の振興や農山漁村の活性化を通じて県民全体の暮ら

しの向上を図るため、県民の方々に「愛知県農林水産業の応援団」になっ

てもらい、消費者と生産者が一緒になって愛知県の農林水産業を支えてい

こうという「運動」です。 

県民の方々に愛知県産農林水産物をもっと利用していただきたいとい

う、「愛知県版地産地消の取組」でもあります。 
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